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・バイオ関連に特化した「知的財産権」を積極的に取得した 自社製品は 全部で１０ 種類ある。 
 (特許権１8本、実用新案権1本、商標権6本、意匠権３2本が確立) 令和2年3月現在 

  

旭川市工業団地１条１丁目３番２号 
 1974年10月17日  (設立 ) 

家電製品の卸売業とバイオトイレの製造販売業！ 

① バイオトイレ Bio-Lux   → 大便、小便、トイレットペーパーはオガクズ中で消滅させる方法の新型トイレ。 

② 新浄化装置 Bio-Lux  Water → 台所、ふろ場、洗濯機 を浄化する雑排水専用の新浄化装置。 

③ 生ごみ処理機 Bio-Self    → 有機物の分解処理装置 ( 調理残渣、残飯 ) 

④ ペット用バイオトイレ    → ペットの糞 

⑤ 介護用家具調椅子式バイオトイレ → 室内用 無臭トイレ、トイレに見えないトイレ、家具調椅子。 

 
⑥ マイバイオトイレ     → 「ダンボール製」 、 「プラダン製」 がある。災害用、備蓄用、船、車 etc 

⑦ 無電源仕様のバイオトイレ  → 「手回し式」、「自転車こぎ式」 がある。 山岳トイレ、畑 の真ん中 etc 

⑧ 仮設トイレ、快適トイレ    → バイオトイレを内蔵した仮設トイレ各種。 ログハウス仕様、サイデング仕様。 

⑨ 駆除シカの分解処理装置    → 駆除動物を分解消滅する装置。 ( シカ、イノシシ、キツネ、カラス等 ) 

⑩ 骨専用破砕機         → 分解処理装置で残った太い骨を砕く装置。 骨は固い！ 

正和電工株式会社 



・下水道が無いインフラ。   ・下水道が完備されているインフラ。 

  新浄化装置とバイオトイレを活用した生活排水処理技術 

 分けて処理する 新発想！ まとめて処理する 現行技術！ 
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 ・下水管に溜まる 沈殿物を 除去費用。 

  ・管路と下水処理場の 維持管理費用。 
  ・下水管の寿命は法定50年。 

※下水道が無くても処理が可能です！ 
  ・浄化装置 の メンテは 6～7年に1回程度 。 
  ・トイレと生活雑排水を分けて処理する方法。 
  ・生活排水は 敷地内で処理する事が可能です。 

・個
別
、
分
散
！ 

・下
水
道
を
完
備
！ 

SDGs  持続可能な生活環境！ 

きれいな水と快適トイレ 

   悩みはメンテナンスです！ 
水道管、下水管、道路、橋、歩道橋、トンネル、線路、
etc 
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 バイオトイレ「Bio-Lux」「自己完結型のオガクズトイレ」  

・水は使わない。 
・普通のオガクズを活用。 
・特別な菌は必要ない。 
・処理能力の違いで機種が多い。 
・使用後のオガクズは有機肥料！ 

 

【 バイオトイレの特長】 

W型の施工図例  S 型の施工図例 

標準型 据置き型 
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     Bio-Lux Water 
備長炭を活用した生活雑排水専用の新浄化装置 

  【水質浄化の原理】  
• 物理的な沈殿による「固液分離」 
• 備長炭による吸着等の「物理化学的浄化」 
• 備長炭に付着する生物膜が有機物を分解する「生物的浄化」 
          これら  3つの作用 を総合的に受けて 浄化している。 

 

    ( 特許請求項目 10 個 )   
特許 No 5762134号 

環境省の環境技術実証事業 ETV 実証番号020-1201  新浄化装置 
雨
水
状
態
き
れ
い 



し尿量の90％は水分？ 水分の蒸発と有機物の分解だけで、 
大便、小便、トイレットペーパー は オガクズ中で消える！ 

水分約90％ 

水 

有機物約10％ 

 水分は 
オガクズの効果で 
無臭で蒸発する・・ 

肥料分(窒素、リン、カリウム) 
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し尿が消滅したように見えるのは「蒸発と分解」したから！ 

← 空隙に付着する 
  無機物(肥料分) 

…  し尿がオガクズ中で消滅する理由  … 
 
• し尿量の約90％以上は水分、蒸発だけで約90％は消滅する。 
 
• 残った約１０％の有機物はオガクズ中の微生物が効率よく分解する。 
 
• 無機成分 の 窒素、リン、カリウムはオガクズ中に付着して残る。 
  
• オガクズの空隙が詰まった時がオガクズの交換時期となる。 

  

オガクズ 

有機物は分解して 
水と二酸化炭素に 
なり発散する。 
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介護用家具調椅子式バイオトイレ 

… 家具として使える室内用バイオトイレ … 
• 臭いが無いこと 
• トイレに見えないこと 
• 使用後に1回１回、その都度 
   捨てに行く必要がないこと 

施
工
図 

室内用無臭トイレ！ 
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自分専用のトイレ「マイバイオトイレ」 

… 災害時に活躍するマイバイオトイレ … 

• オガクズ効果で無臭、メンテナンスが容易！ 

• 災害時の備蓄用、使用感が現実生活に近い！ 

• レジャーや介護用にも最適、ふるさと納税返礼品！ 

水
に
強
い
プ
ラ
ダ
ン
！ 

小
型
船
舶
の
船
上
ト
イ
レ
！ 

８ℓのバケツに水を５杯、

オガクズの保水能力を
実証実験しました！ 



 発芽実験 ！ 

 NHKのニュース番組で 
報道されました。 

「発芽率」と 
「根の成長の良さ」で 

バイオトイレの 肥料 が１位 
   たい肥、牛ふん、鶏ふん、ボカシ！ 

8/25 

肥料効果を実験！たい肥、牛ふん、鶏ふん、ボカシ！ 

 中標津農業高校 が 有機肥料の効果を実証実験！ 

使用後のオガクズを有機肥料として

活用した事例！⇩  会社 の 畑   

当社の畑 
2019年7月写 
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新浄化装置 SG型 

バイオトイレSW-43型 

中小企業海外展開支援事業での実績！ 

・外務省 の 委託事業 約5,000万 調査研究2013年10月17日～2014年3月31日迄 
・JICA   の 委託事業 約１億 円   普及実証事業2015年１２月18日～2018年6月29日迄 

設置イメージ図 

・ベトナム国クァンニン省 

世界自然遺産のハロン湾と
バイトゥーロン湾 国立公園

沿岸の下水道未整備地区で
実証実験を行った。 
・結果は良好！ 

既
存
の
屋
外
ト
イ
レ 

バイオトイレ 



公衆トイレはＳＷ-43型を採用！ 

個人宅で説明会の様子！ 
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中小企業海外展開支援事業（バイオトイレの設置状況）                       

ハロン湾に約６００隻ある観光船と船内トイレ！ 
 

個人宅へ設置、トイレ室内に大切な 結婚式の写真が飾ってあった！ 

ベトナム 
一般家庭居間 
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一般家庭からの「流入水」 きれいになった「処理水」 

一般社団法人 埼玉県環境検査 研究協会 が 
             ベトナム国で 水質検査 を 実施 しました。 

取
水
作
業
中
の
作
業
を
見
守
る 

ベ
ト
ナ
ム
国
の
学
者
、
研
究
者
達 臭いなく、雨水状態！ 生活雑排水 
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設置日は平成23年4月、確認日したのは令和元年5月です。 

長期間稼働した新浄化装置の浄水状況は良好でした。 

• 本体の腐食は確認されなかった 
• 備長炭の形状に変化はなかった 
• 底部にはミミズが生息しており生態系が構築されている事が確認され、備長炭

が長期間、水質浄化に役立つことが確認された。 

 

備長炭の効果と耐久性が示された。 

  

7年以上経過した備長炭！  

新浄化装置内 の ミミズ！  

水洗いで清掃しました。 
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浄化槽に関わる我が国唯一の教育研究専門機関 

 

月刊浄化槽12月号、通巻 524号  P 17-21   (公益財団法人日本環境整備教育センター) 

P 17 ～ 21 
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   バイオトイレと新浄化装置を活用した環境改善技術の普及・実証事業が紹介されています。 

JICA 北海道の機関誌！ 

安全な水と 
トイレを 
世界中に！ 

北海道からSDGs 持続可能な未来の為に世界の国々がみんなで考えた17の目標 



      【製 品 概 要】 
製品名: 駆除シカの分解処理装置 
型 番  :   CK – 600型 

公示価格 : 1,980万円 (税別) 

寸法 :  幅1230 長さ7200 高さ1537 

重量 :  約４トン 

動力 : ３相３線式 200V  

減速機付きモーター :  0.75Kw×2台 

ヒーター : ラバーヒーター 440W×８枚  

材質 : 処理槽 SUS304 その他 SS400 

    【装 置 の 特 長】 
①、完成品の一体型で移動が可能！ 
②、投入口が２カ所、排出口が４カ所 
③、自動運転、安全装置付き。 
  (上面フタ、側面に緊急停止ボタン) 
④、約80Kgの駆除シカは約２週間以内。 
⑤、太い骨だけを残して 
   姿はオガクズ中で消滅する。 

承認図面 
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【 特長 】 
①駆除シカをそのまま投入する！ 
②約2週間でその姿は分解消滅する！ 
③移動可能な屋外仕様の完成品！ 
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そ
の
ま
ま
投
入 

駆除シカの分解処理装置が今、注目されています! 

投入口は上面
２カ所 

駆除シカ 



投入後は自動運転、約2週間後、太い骨だけを
残してその姿はオガクズ中で消滅する！ 
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太
い
骨
だ
け
が
オ
ガ
ク
ズ

中
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

駆
除
シ
カ
の
消
滅
状
態

を
確
認
す
る
作
業
。 

自
動
制
御
盤 

制
御
盤
の
中 
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駆除シカ分解処理装置本体 
     CK-600 型 

上面に投入口が２カ所 自動制御盤 猟友会のメンバーが駆除動
物を当社に搬入している。 

酪農学園大学 
   の生徒と小川厳教授 

駆除イノシシを 
  そのまま投入する。 

投入後３日目から急速に
分解が始まる！ 

２週間後に取り出し口を
開けてオガクズを確認！ 

オガクズの中を確認！ 
太い骨だけが残っている。 頭蓋骨！ 太い骨！ 

ハンマーで骨を叩き潰す。    
骨は固い！ 



           型番 HN-550 
動力 ３相３線式 200V 

    モーター 0.55Kw 

重量 825 Kg 

寸法 幅1566 奥行800 高さ1058 

仕様 オールステンレス製 ￥360 万円 

    破砕刃のみ鉄製 ￥280 万円 
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骨専用破砕機 

破砕された骨 

刃は鉄製とステンレス製 

残った太い骨を破砕する骨専用の破砕機も開発！ 

骨は固い！ 
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駆除シカの分解処理装置 「実証実験報告概要」 

              2018年1月作成 
作成者: 中日本ハイウェイ・エンジニアリング名古屋株式会社 

1. はじめに 
  本報告書は正和電工製の「駆除シカの分解処理装置」に関して、分解処理能力を求める 
  為に、福井県大野市と正和電工株式会社、及び中日本ハイウェイエンジニアリング名古屋 
  株式会社の３者が協力して行った実証実験について取りまとめたものである。 

2. 実証実験の場所 
   場所⇒ 福井県大野市、九頭竜森森林組合施設内 
   期間⇒ 2017年7月～ 11月迄の５か月間 

3. 分解処理能力について 
   イノシシ１頭当たりの体重を約45Kg として、１ヶ月当たりの処理能力は約35頭であった。 
   通年稼働１２ヶ月とした場合、１年間の処理頭数は約420頭となる。 

4. 焼却施設との比較について 
   本装置の「分解処理方法」と焼却施設で「焼却する方法」のコスト比較は出来ないが、 
  無理やり概略比較すると①イニシャルコスト、②ランニングコスト、③建物焼却施設 
  等のコスト試算になる。 

5. 本実証試験での実証実験報告書の全容は正和電工株式会社の 
  ホームページで全文を公開している。 
 



 北海道新聞が取材 
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バ
イ
オ
ト
イ
レ
の
仕
組
み
を
応
用 
エ
ゾ
シ
カ
の
死
骸
を
分
解
！ 

酪農学園
の生徒！ 



北陸中日新聞福井県大野市を取材         読売新聞正和電工を取材！  
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北海道経済            日刊県民福井新聞 
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国
内
初
導
入 

お
が
く
ず
、
微
生
物
の
力
で 

！ 



環境新聞「有害鳥獣を発行分解処理」、日刊工業新聞「駆除動物の微生物分解装置」！ 
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未来を担うオガクズの力 「地球規模の課題への挑戦」  札幌日本大学高校 

学会発表！ 

             第42回 

日本分子生物学会 
発表日:令和元年12月6日 


